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補修した荷重支持部材の耐火性能に関する日本建築学会大会報告 

出典：日本建築学会 2012年度大会（東海）学術講演梗概集，A-1材料施工 

 

 
・ 道越真太郎ほか：ポリマーセメントモルタルを用いて補修施工した鉄筋コンクリート造床試

験体の耐火試験 その 1 実験計画，pp.1115-1116 
 
・ 梅本宗宏ほか：ポリマーセメントモルタルを用いて補修施工した鉄筋コンクリート造床試験

体の耐火試験 その 2 実験結果，pp.1117-1118 
 
・ 森田武ほか：ポリマーセメントモルタルを用いて補修施工した鉄筋コンクリート造柱の耐火

実験 その 1 実験概要および実験経過，pp.1119-1120 
 
・ 松戸正士ほか：ポリマーセメントモルタルを用いて補修施工した鉄筋コンクリート造柱試験

体の耐火実験 その 2 軸方向変位および部材温度測定結果，pp.1121-1122 
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